
中国の基準に基づくスギ、ヒノキ

熱処理木材の性能実証

成果報告



1.事業の概要

①【木材需要増大】：中国における木材使用量は多くなり
外装材やデッキ等エクステリアでの利用も増えてきている。



②【品質要求高まり】：
中国国内法改正
2020.3.1から建築PJ責任者終身責任制という制度が導入され
ている。→市政PJにとっては良い材料が使用された方が安心。
ユーザーからは木材の耐久性等、品質への要求が高まっている

③【規格・基準満足】
これまで：日本の規格、試験機関で試験した資料を利用
今後 ：中国法令により中国国内の標準で合格が必要

中国の規格、試験機関で試験実施



2.事業内容及び計画、実績



3-1.中国規格・基準の調査結果

NO. 試験規格番号 試験内容
試験体サイズ
(L×W×T)

数量 試験期間 試験機関

1 GB/T1931-2009 含水率 20×20×20mm 12 2週間

(中国)
国家木材及び
木製品性能質量
監督検験中心

2 GB/T31747-2015 平衡含水率 20×20×20mm 12 1ヶ月

3 GB/T1932-2009 収縮率 20×20×20mm 12 1ヶ月

4 GB/T 14018-2009 ネジ抜き抵抗力 150×50×50mm 12 2週間

5 GB/T 1935-2009 抵圧力強度(繊維平行方向) 30×20×20mm 12 2週間

6 GB/T 1936.1-2009 曲げ強度 300×20×20mm 12 2週間

7 GB/T 1936.2-2009 曲げヤング係数(繊維平行方向) 300×20×20mm 12 2週間

8 GB/T 1939-2009 抵圧力強度(繊維垂直方向－板目) 30×20×20mm 12 2週間

9 GB/T 1939-2009 抵圧力強度(繊維垂直方向－柾目) 30×20×20mm 12 2週間

10 GB/T 1941-2009 硬度 30×20×20mm 12 2週間

11 GB/T13942.1-2009 防腐性能(室内) 20×20×10mm 20 4～6ヶ月

12 GB/T 13942.2-2009 室外暴露試験 300×20×20mm 20
3年間

(途中結果が出せる)

(中国)
広東省林業
科学研究院



3-②-1：防腐試験(室内)-試験

①試験規格：GB/T13942.1-2009
木材耐久性 第1部分 天然耐腐性実験質試験方法

②試験条件：
1)試験体：サーモスギ、サーモヒノキ

コントロール（針葉樹：タイワンアカマツ、広葉樹：ポプラ）
2)供試菌：①針葉樹（ Poria placenta(Fr.)Cooke ）

②広葉樹（ Coriolus versicolor (L.)Quel .）

③試験方法:下記の方法で、12週間を放置し、取出し、絶乾し、木材質量減少率を算出
する。

1.キャップ

2.ガラスボトル

3.試験体

4.飼木(試験体、コントロール)

5.培養基

試験体を全乾してから、
温度:28±2℃
湿度:75%～85%



防腐試験(室内)-試験標準(判定基準)

等級 等級名称 質量減少率 用途

Ⅰ 強耐腐 0～10% 屋外

Ⅱ 耐腐 11%～24% 屋外

Ⅲ 稍(準)耐腐 25%～44% 室内

ⅳ 不耐腐 >45% 室内

判定基準



防腐試験(室内)-結果

供試菌①
( 菌:Poria placenta(Fr.)Cooke)

質量減少率

針葉樹コントロール(タイワンアカマツ) 47％

サーモ杉 7％

広葉樹コントロール（ポプラ） 47％

サーモヒノキ 6％

供試菌②
( 菌:Coriolus versicolor (L.)Quel. )

質量減少率

針葉樹コントロール(タイワンアカマツ) 47％

サーモ杉 7％

広葉樹コントロール（ポプラ） 46％

サーモヒノキ 8％

質量減少量率10％以下の結果より
屋外や室内で求められる性能を
満たしていることが確認できた。



防腐試験(室内)-試験報告書



3-②-2屋外暴露試験

試験体種類 試験体サイズ 本数 試験開始日 観察日

サーモスギ
サーヒノキ

300×20×20mm 各20体 2021.8.17 2022.1.22



①試験規格
GB/T13942.2-2009 木材耐久性 第2部分 天然耐久性野外試験方法

②試験条件:
1)試験体列距の間隔15～20cm、行の間隔30～40cm
2)深さは試験体長さの2/3(地面と垂直方向)
3)菌と白蟻が居やすいところ(適切場所)

③試験方法:
上記条件で、設置し、1年後になってから評価する。

④判定方法
a)目視で健全度（腐蝕及びギ害による）を判定する。
b)計算式による健全指数を計算し、耐久年数を評価する
c) 耐久年数より等級及び等級名称を決める。

3-②-2：試験概要



等級 等級名称

1 強耐腐

2 耐腐

3 稍(準)耐腐

4 不耐腐

屋外暴露試験－ c) 耐久年数→等級

耐久年数(亜熱帯)

9年以上

6～8年

3～5年

2年以下



暴露試験現場写真

中国)広東省林業科学研究院
暴露試験所入り口



暴露試験途中検査報告：5ヶ月経過：健全



暴露試験途中検査報告：5ヶ月経過：健全



屋外暴露試験－a) 健全度の判定基準

健全度（対：腐蝕）

腐蝕程度
材料健全,目視で腐朽無し

腐朽菌により表面は軟いまたは変色

断面に3%軽微腐朽

断面に3%～10％腐朽

断面に10%～30％腐朽

断面に30%～50％腐朽

断面に50%～75％腐朽

全部腐朽、簡単に折れる

木材の耐腐朽性



屋外暴露試験－a) 健全度の判定基準

健全度（対：蟻害）

健全程度
材料健全

表面に1～2箇所の蟻道/被害の跡

断面に3%以内の顕著白蟻被害

断面に3%～10%の白蟻被害

断面に10%～30%の白蟻被害

断面に30%～50%の白蟻被害

断面に50%～75%の白蟻被害

白蟻被害により試験体が折れた

木材の耐蟻害性



暴露試験途中検査報告：5ヶ月経過：健全

サーモ
スギ

サーモ
ヒノキ

耐蟻健全
等級値

耐腐朽健全
等級値

耐蟻健全
等級値

耐腐朽健全
等級値



暴露試験途検査報告：5ヶ月経過：健全



３-②-3：力学性試験方法

試験体種類 試験内容
試験体サイズと数量

数量
(L×W×T)

サーモヒノキ
サーモスギ

①含水率 20×20×20mm 12

②平衡含水率 20×20×20mm 12

③収縮率 20×20×20mm 12

④ネジ抜き抵抗力 150×50×50mm 12

⑤抵圧力強度(繊維平行方向) 30×20×20mm 12

⑥曲げ強度 300×20×20mm 12

⑦曲げヤング係数(繊維平行方向) 300×20×20mm 12

⑧抵圧力強度(繊維垂直方向－板目) 30×20×20mm 12

⑨抵圧力強度(繊維垂直方向－柾目) 30×20×20mm 12

⑩硬度 30×20×20mm 12



力学性試験結果－サーモスギ合格

試験体種類 試験内容 標準値 実測値 合否 備考

サーモスギ

①含水率 － 3.6% －

②平衡含水率 ≤7.0% 3.6% 合

③収縮率 ＜7.0% 3.1% 合

④ネジ抜き抵抗力

板目 － 390N/mm －

柾目 － 290N/mm －

断面 － 170N/mm －

⑤抵圧力強度 － 43.4MPa －

⑥曲げ強度 － 56.2MPa －

⑦曲げヤング係数 － 7,320MPa －

⑧抵圧力強度
板目 － 5.7MPa －

柾目 － 3.1MPa －

⑩硬度

断面 － 3,840N －

板目 － 1,770N －

柾目 － 2,680N －

設計士は設計時にこのデータを使う場合がある。



力学性試験結果－サーモヒノキ合格

試験体種類 試験内容 標準値 実測値 合否 備考

サーモヒノキ

①含水率 4～8 5% 合

②平衡含水率 ≤7.0% 4.9% 合

③収縮率 ＜7.0% 4.4% 合

④ネジ抜き抵抗力

板目 － 750N/mm －

柾目 － 720N/mm －

断面 － 590N/mm －

⑤抵圧力強度 － 49.5MPa －

⑥曲げ強度 － 87.9MPa －

⑦曲げヤング係数 － 9,410MPa －

⑧抵圧力強度
板目 － 7.2MPa －

柾目 － 6.7MPa －

⑩硬度

断面 － 4,970N －

板目 － 2,460N －

柾目 － 2,190N －

設計士は設計時にこのデータを使う場合がある。



３-②-3：力学性試験結果





４. パンフレット100部作成・活用

・性能技術実証資料として活用、パンフレット製作（配布済み）
・サーモスギ、ヒノキ利用既存物件の紹介



4. 施工事例①上海戸建て



4. 施工事例②荊州戸建て





上海市内「喬高」商業施設外壁飾りPJにサーモスギ採用
(約10立米、2022年中に完工予定)

4.施工事例③上海市内「喬高」商業施設外壁飾りPJ



5. 課題

【課題】

・今回のデーターは試験値であり、実施工物件では
外装材の落下防止など安全対策を考慮する。

・実際の使用環境での経年変化や塗装効果の確認

・スギとヒノキの価格は高騰しており、製造工程コスト
～輸入コストを含めた販売価格は高く、物件予算に
より受注が難しいためコストダウンと販売価格への転
稼する付加価値を検討する。



ご静聴ありがとうござ
いました！

Thank you！


